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現代的な意義も有する研究といえる。   
こうした視点に立ち、5年間で、以下のような試みを重ねてきた。その取り組みを振り返りな  
がら、成果を確認し、残された課題も確認しておきたい。  




テーマ：「井 真成一日中の研究状況」（参加者142名）  
日時 平成19年10月27日（土）13：00～17：00  
場所 専修大学神田校舎7号館731号教室  






















































討論 葉 園良、権 恵永、王 建新、大平 聡
司会 矢野建一(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)











「日本中世史研究からみた遣唐使」 関 周一(つくば国際大学・武蔵大学他 非常勤講師)





日時 平成21年11月21日(土) 10: 00'-"17 : 00、22日(日) 10: 00'-"17 : 30 
場所 専修大学神田校舎l号館302教室











































































専修大学東アジア世界史研究センタ一年報 第6号2012年3月 <215 > 
圃第6回公開講座
テーマ 1古代東アジアの国際情勢と人流J (参加者 19日144名・20日172名)































日時 平成20年2月16日(土) 13 : 00""'18 : 00 
場所 専修大学生田校舎 10号館10205教室








日時 平成21年2月7日(土 10: 30--18 : 00 
場所 専修大学神田校舎 7号館771教室
内容 「趣旨説明」 飯尾秀幸(東アジア世界史研究センター研究員、文学部教授)
「はじめに -東アジア世界における “人・モノ・情報" と遣唐使-J
皆川雅樹(専修大学附属高等学校教諭)
「入唐僧と海外情報」 河内春人(明治大学兼任講師)

































圃 「東アジア世界史研究センタ一年報」 第1 号
【平成20年度】
・ 「東アジア世界史研究センタ一年報」 第2 号
【平成21年度】
・ 「東アジア世界史研究センタ一年報」 第3号
・ 「東アジア世界史研究センタ一年報」 第4 号
【平成22年度】
































































この 5 年間、「東アジア世界」 という大状況と 「留学生」 という個別 テーマ を、それぞれ独自
に、また複合させて探ってきたが、そ こで得られた成果をス テップにして、アジアと日本を考え
続けるために、さらに研究 テーマを練り上げ、新しい研究プロジェ クトを立 ち上げる ことを考え
ている。 また、 この ことによって、本プロジェ クト立 ち上げによって生まれ、 この間維持してき
た 「東アジア世界」・ 「東ユーラシア世界」 を考え続ける一つの研究拠点として活動していく こ
とを期したい。
(220) 5年間の取り組みープロジェクトとしての小括ー(荒木)
